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わかやまイベントボード
●ポポロハスマーケット
　“てづくり” と “ロハス” にこ
だわったマーケットイベント。
今月のテーマはピクニック。ウ
キウキ気分で街中ピクニックを
楽しもう！
日時　4月 10 日（日）
　　　11:00 ～ 16:00
場所　ぶらくり丁商店街
参加費　無料
主催・問い合わせ　ポポロハス
マーケット運営事務局（073-42
8-2688・市民の力わかやま内）
備考　ウェブサイトもご覧くだ
さい（http://www.popolohas.
com/）。

●イコール・ペイ・デイ・キャ
ンペーン
　イコール・ペイ・デイとは、
女性が男性の１年分と同額の賃
金を手にする日のこと。日本の
今年の EPD は昨年と同じ日で
日本の男女の賃金格差は、OEC
D 加盟諸国で下から 3 番目と
なっていることなどを街頭キャ
ンペーンで呼びかけます。
日時　4月 10 日（日）
　　　11:30 ～ 12:30
場所　JR 和歌山駅前
主催　BPW和歌山クラブ
備考　ウェブサイトもご覧くだ
さい（http://www.bpw-japan.

jp/japanese/epd.html）。

●友ケ島ボランティア清掃活動 
　Facebook グループ「和歌山
の自慢を共有しましょう」メン
バーで清掃活動を実施。
日時　4月 17 日（日）
　　　9:00 ～ 15:00
集合場所　加太港に 9:00
費用　大人 1800 円・子ども
900 円（フェリー代）、駐車場
利用の場合は 700 円が別途必要
問い合わせ・申し込み　Facebo
ok グループ「和歌山の自慢を
共有しましょう」ページ内の「イ
ベント」からどうぞ。

●梶取本山総持寺寄席
　和歌山で上方落語を楽しみま
せんか。
日時　4月 17 日（日）14:00 ～
場所　梶取本山総持寺
出演　笑福亭呂好さん、桂文華
さん
参加費　前売 1,000 円、当日
1,300円（小・中学生前売500円、
当日 700 円）
主催・問い合わせ　上方落語和
歌山勝手に応援団（073-461-58
55）
備考　入場は小学生以上。ブロ
グもご覧ください（http://ame
blo.jp/mryk5052/）。

和歌山を創る新聞
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さ
れ
て
い
ま
す
。

「
要
支
援
」
を
市
町
村

事
業
に
、
そ
の
あ
と
も

　

こ
う
し
た
先
行
き
を
見

据
え
て
、
昨
年
の
改
正
介

護
保
険
法
施
行
で
、「
要

支
援
」
認
定
を
受
け
た
方

へ
の
事
業
が
介
護
保
険
の

給
付
対
象
か
ら
外
れ
、
再

来
年
３
月
ま
で
に
市
町
村

事
業
に
移
管
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
和
歌

山
県
内
で
は
早
い
自
治
体

で
は
今
年
秋
か
ら
移
管
が

始
ま
り
、
多
く
の
自
治
体

で
は
来
年
の
春
に
移
管
す

る
予
定
。
一
定
期
間
の
経

過
措
置
は
あ
り
ま
す
が
、

「
要
支
援
」
向
け
の
サ
ー

ビ
ス
の
多
く
は
事
業
者
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
、
地
縁
組
織
な
ど
に

よ
る
低
廉
な
価
格
も
し
く

は
無
償
に
よ
る
事
業
に
委

ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

２
年
後
に
は
医
療
制
度

改
革
も
予
定
さ
れ
、
病
院

や
施
設
等
の
利
用
を
こ
れ

ま
で
よ
り
も
抑
え
、
地
域

で
の
助
け
合
い
・
支
え
あ

い
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
組

み
合
わ
せ
た
「
地
域
包
括

ケ
ア
」
へ
の
移
行
が
進
め

ら
れ
る
見
通
し
で
す
。
オ

レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
と
称
さ
れ

る
「
認
知
症
施
策
推
進
総

　

前
回
は
各
自
治
体
で
策

定
さ
れ
た
「
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
中
心
に
人
口
減
少

社
会
を
み
ま
し
た
。
今
回

は
人
口
減
少
の
も
う
一
つ

の
側
面
「
高
齢
化
」
に
つ

い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

和
歌
山
は
特
に
多
い

介
護
保
険
利
用
者

　

左
表
は
、
厚
生
労
働
省

が
発
表
し
て
い
る
最
新
の

デ
ー
タ
を
も
と
に
、
介
護

保
険
の
「
要
支
援
１
・
２
」

「
要
介
護
１
〜
５
」
の
認

定
を
受
け
て
い
る
人
口
の

割
合
を
各
都
道
府
県
ご
と

に
算
出
し
た
も
の
で
す
。

和
歌
山
県
は
要
支
援
認
定

率
は
長
崎
県
に
次
い
で
第

２
位
、
要
介
護
認
定
率
は

秋
田
県
、
島
根
県
、
高
知

県
に
次
い
で
第
４
位
、
要

支
援
・
要
介
護
双
方
を
合

わ
せ
た
認
定
率
は
秋
田
県

に
次
い
で
第
２
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。
６
・
72
％
と

い
う
数
字
は
、
和
歌
山
県

の
総
人
口
の
実
に
16
人
に

１
人
は
要
支
援
も
し
く
は

要
介
護
の
認
定
を
受
け
て

い
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
都
道
府
県
ほ
ど

介
護
保
険
認
定
者
の
割
合

が
高
い
と
い
う
傾
向
に
な

り
ま
す
が
、
あ
と
10
年
後

に
は
い
わ
ゆ
る
「
団
塊
世

代
」
が
75
歳
以
上
に
到
達

し
、
国
民
の
３
人
に
１
人

が
65
歳
以
上
、
５
人
に
１

人
が
75
歳
以
上
と
な
る
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
頃
に
は
介
護
保
険
料
を

負
担
す
る
40
歳
以
上
の
人

口
も
減
少
に
転
じ
る
と
見

込
ま
れ
、
こ
れ
ま
で
に
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
超
・

高
齢
化
社
会
と
な
る
「
２

０
２
５
年
問
題
」
が
指
摘

　地元をよくするために、私たちは何をすべきなのでしょうか。地元をよ
くするために何かしたいけど何をすれば良いのか分からないというあなた
に向けて、あなたの地元、ここ和歌山の地域課題をデータを用いて見える
化していきます。毎回異なるテーマ（分野）を取り上げ、地元の課題を端
的に表すデータをご紹介します。

あなたの「ほっとけない」が見つかる
これからの社会貢献 100

何が課題？数字でみる和歌山県 Theme25　人口減少の衝撃（3）

A　NPO法人になると税金がかかるって聞いたんだけど？

B　NPO 法人は非営利だけれども、法人格をもつと最低限、

法人県民税・市町村民税の均等割が課税対象となるんだ。和

歌山県については紀の国森づくり税もあるので、合計すると

年間 71,000 円は課税される前提なんだ。

A　7 万円か…。ボランティアが中心の法人にとっては負担は

少なくないね。

B　ただ、NPO 法人も「公益法人」の一種なので、おこなう

事業が法人税の課税対象にならなければ、多くの自治体では、

法人県民税・市町村民税の均等割が減免・免除されることに

なっているんだよ。

A　「法人税の課税対象にならなければ」？

B　NPO 法人がおこなう事業は非営利が前提だけれども、「法

人税法」という法律に定められた要件をすべて満たす場合、

その事業の収支に関しては法人税課税の対象になるんだ。

A　へぇ、NPO法人も法人税がかかることがあるんだ。

B　法人税法によって課税対象と定められている事業を普通の

会社がおこなうと課税、同じ事業を NPO 法人がおこなうと非

課税、ってなると不公平だよね。

A　うん、確かにそうだね。

B　なので、NPO 法人であっても、法人税法に定められた要件

を満たす場合は法人税が課税になる。そうなれば、法人県民税・

市町村民税の均等割も課税される、ということになる。

A　なるほど、まず、自分たちの事業が法人税の課税対象にな

るかどうかを調べないといけないね。

B　一応、法人税法上では、（1）34の業種を、（2）事業場を設けて、

（3）継続的におこなっている、という 3 つの条件をすべて満た

す場合は法人税課税対象となる、ということになっているけれ

ども、内容は細かく定められているので、詳細は税務署か税理

士などの専門家に尋ねるのが確実だね。

A　そうか、それを聞くと難しそうだね。

B　法人である以上は税金のことは避けては通れないってこと

だ。なお、NPO 法人が集める会費や寄附金のほか、補助金や助

成金による収入も一部の例外を除いて法人税は非課税。すべて

の収入が法人税課税となるわけではないんだ。

A　正しく理解することが大事だね。

B　なかには NPO 法人として税金を払うのは抵抗がある、とい

う法人もあるけれども、一定の規模を維持していこうと思えば、

法人税の課税対象になるくらいの事業をおこなうという勢いも

必要になるかもしれないね。

NPO  紙上講座（30）　NPO法人をつくろう！⑬

合
戦
略
」
も
本
格
化
し
、

高
齢
者
を
医
療
・
福
祉
機

関
だ
け
で
は
な
く
、
家
庭

や
地
域
と
と
も
に
支
え
る

仕
組
み
づ
く
り
が
図
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
は
介
護
認

定
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
受

け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る

ほ
か
、
介
護
保
険
制
度
の

給
付
対
象
に
は
な
ら
な
い

け
れ
ど
も
本
人
の
生
活
に

と
っ
て
欠
か
せ
な
い
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
も
一
体
的
に

提
供
で
き
る
こ
と
か
ら
、

柔
軟
な
事
業
運
営
も
期
待

で
き
る
と
い
う
側
面
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
将
来

的
に
は
要
介
護
１
・
２
段

階
向
け
の
事
業
の
一
部
を

介
護
保
険
事
業
か
ら
除
外

す
る
の
で
は
、
と
い
う
観

測
も
介
護
業
界
関
係
者
の

間
で
広
が
る
な
ど
、
介
護

保
険
制
度
の
動
き
は
予
断

を
許
さ
な
い
状
態
が
続
き

そ
う
で
す
。

多
く
は
地
域
の

「
自
主
性
」
に

　

介
護
保
険
制
度
・
医
療

制
度
改
革
に
よ
っ
て
必
要

と
な
る「
地
域
包
括
ケ
ア
」

を
実
現
す
る
に
は
、
地
域

で
受
け
皿
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
改
正
介
護
保
険
制

度
で
は
、
地
域
内
の
ニ
ー

ズ
を
汲
み
と
っ
て
必
要
な

事
業
に
つ
な
げ
て
い
く

「
第
１
層
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
が
全
自
治
体
に
設

置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
概

ね
中
学
校
区
単
位
に
「
第

２
層
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」、
そ
し
て
各
事
業

者
に
「
第
３
層
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」が
配
置
さ
れ
、

第
１
層
か
ら
第
３
層
が
連

携
し
な
が
ら
各
自
治
体
内

で
「
要
支
援
」
の
方
に
向

け
た
業
務
を
担
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
全
国
一
律
の

基
準
で
運
用
さ
れ
て
き
た

介
護
保
険
制
度
か
ら
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
、
柔

軟
で
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
目

標
と
し
て
設
定
さ
れ
て
お

り
、「
地
域
の
自
主
性
を

尊
重
す
る
」
と
も
い
え
ま

す
が
、
裏
を
返
せ
ば
自
治

体
や
事
業
者
が
主
体
的
か

つ
能
動
的
に
動
か
な
け
れ

ば
、
制
度
が
機
能
し
な
い

と
も
い
え
ま
す
。
わ
た
し

た
ち
利
用
者
の
側
も
単
な

る「
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
」

と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、

場
合
に
よ
っ
て
は
積
極
的

に
地
域
福
祉
の
担
い
手
に

な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

人
口
減
少
の

局
面
を
迎
え
て

わかやまの
公益ポータルサイト
「わかば」

和歌山限定！公益団体データベース

掲載希望団体も募集中！
http://www.wnc.jp/wakaba/

■ 各都道府県の要支援・要介護認定率
（全年齢比）

北海道　　1.65%　　3.69%　　5.34%
青森県　　1.15%　　4.49%　　5.65%
岩手県　　1.34%　　4.36%　　5.70%
宮城県　　1.25%　　3.22%　　4.47%
秋田県　　1.54%　　5.30%　　6.84%
山形県　　1.33%　　4.40%　　5.72%
福島県　　1.27%　　3.99%　　5.25%
茨城県　　0.77%　　3.08%　　3.85%
栃木県　　1.00%　　2.98%　　3.98%
群馬県　　1.19%　　3.46%　　4.65%
埼玉県　　0.82%　　2.54%　　3.36%
千葉県　　0.87%　　2.75%　　3.62%
東京都　　1.12%　　2.89%　　4.01%
神奈川県　0.97%　　2.76%　　3.73%
新潟県　　1.29%　　4.21%　　5.49%
富山県　　1.14%　　4.24%　　5.38%
石川県　　1.26%　　3.63%　　4.89%
福井県　　1.09%　　3.86%　　4.95%
山梨県　　0.77%　　3.60%　　4.37%
長野県　　1.23%　　3.94%　　5.17%
岐阜県　　1.09%　　3.38%　　4.47%
静岡県　　0.94%　　3.26%　　4.20%
愛知県　　1.06%　　2.56%　　3.63%
三重県　　1.30%　　3.80%　　5.10%
滋賀県　　0.96%　　3.02%　　3.99%
京都府　　1.41%　　3.74%　　5.15%
大阪府　　1.77%　　3.39%　　5.16%
兵庫県　　1.77%　　3.18%　　4.94%
奈良県　　1.49%　　3.30%　　4.79%
和歌山県　2.11%　　4.60%　　6.72%
鳥取県　　1.57%　　4.23%　　5.80%
島根県　　1.71%　　4.94%　　6.65%
岡山県　　1.66%　　4.07%　　5.73%
広島県　　1.70%　　3.65%　　5.35%
山口県　　1.68%　　4.30%　　5.98%
徳島県　　1.85%　　4.36%　　6.21%
香川県　　1.48%　　4.11%　　5.59%
愛媛県　　1.84%　　4.41%　　6.25%
高知県　　1.60%　　4.66%　　6.26%
福岡県　　1.49%　　3.28%　　4.77%
佐賀県　　1.59%　　3.66%　　5.25%
長崎県　　2.20%　　4.28%　　6.48%
熊本県　　1.60%　　4.13%　　5.73%
大分県　　1.80%　　3.94%　　5.74%
宮崎県　　1.33%　　3.88%　　5.21%
鹿児島県　1.65%　　4.28%　　5.94%
沖縄県　　0.94%　　2.75%　　3.69%
全国計　　1.29%　　3.36%　　4.65%

要支援
認定率

要介護
認定率

要支援
要介護
認定率

上記割合は厚生労働省「平成 25 年度介護保険事業
状況報告（年報）」、「平成 26 年人口動態調査」に
より算出。

　

仮
に「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

が
達
成
さ
れ
た
と
し
て
も

当
面
の
あ
い
だ
人
口
は
確

実
に
減
少
し
、
高
齢
者
人

口
の
割
合
は
増
加
し
続
け

ま
す
。
介
護
保
険
制
度
も

縮
小
傾
向
に
あ
る
な
か
、

元
気
な
高
齢
者
が
で
き
る

だ
け
介
護
に
頼
る
こ
と
な

く
健
康
に
暮
ら
し
な
が

ら
、
地
域
づ
く
り
や
地
域

福
祉
の
担
い
手
と
し
て
活

躍
で
き
る
地
域
づ
く
り
が

必
要
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。

　

高
齢
者
の
方
だ
け
で
は

な
く
若
い
世
代
も
含
め

て
、
今
後
10
年
後
、
20
年

後
を
見
据
え
た
と
き
に
、

地
域
、
そ
し
て
ご
自
身
の

家
庭
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
想
像
で
き
ま
す
で
し
ょ

う
か
。
行
政
や
企
業
な
ど

が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に

は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
限

界
を
超
え
て
不
足
す
サ
ー

ビ
ス
を
ど
う
や
っ
て
市
民

が
担
っ
て
い
く
か
を
真
剣

に
考
え
る
と
き
が
来
て
い

る
と
も
い
え
ま
す
。

※ 

わ
か
や
ま
地
元
力
応

援
基
金
担
当
の
連
載
「
こ

れ
か
ら
の
社
会
貢
献
」
は

今
回
で
終
了
し
ま
す
。
次

回
か
ら
は
新
し
い
企
画
で

お
届
け
す
る
予
定
で
す
。


